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はじめに
札幌学院大学社会情報学部がこのほどその
歴史に幕を下ろしたと聞いたとき，残念な気
持ちでいっぱいになりました．感無量であり，
万感の思いが致します．何よりも私の退職後
も学部存続のために尽力された諸先生の御苦
労を深くお察しします．
募集停止の報を聞いた専門ゼミの卒業生の
何人かからはこれまでにも問い合わせがあり
ました．私は今は北海道と東京を行ったり来
たりの生活をしていまして９月後半から２月
末くらいまでの期間は，おもに東京で過ごす
のですが，つい最近も今は都内で働くある卒
業生と会う機会がありました．「当時在職して
いた教員の一人として，君たちのいた学部を
存続させられなくて本当に申し訳なく思って
いる．設立の理念はすばらしかったし，教員
は皆一生懸命にがんばっていたんだけれど，
何かが時代の風に合わなくなったんだろう
ね．しかし，おかしくなったのは現代社会の
ほうかもしれない．大学というところも相当
おかしくなっているけどね」と伝えました．
また「社会情報学部で勉強したことはけっし
て無駄にはならない．一生の財産として君の
中に残るよ．世の中の動きに迎合したりせず
に本当に学問をやろうとしていたことに自信
を持っていいんだ」とも．
この原稿はたぶん多くの卒業生も読むので
しょうね．せっかく頂いたこの機会に私の知
る初期の頃の社会情報学部のことと，在職中
にスタートし今も続けている医療化について
の研究のことを中心に書こうと思います．
１．親愛なる卒業生の皆さんへ
「経営情報学部」とか「医療情報コース」と
か「情報」の看板を有した大学は首都圏でも
多々存続しています．学生もちゃんと集まっ
ているのでしょう．特に「医療情報」などは
医療の存在感が増している今のご時世からみ
ても就職口が広がっていそうです．
それと比べると我々の「社会情報学部」は
就職に直結する，実用的なイメージの強い学
部とは少し違っていました．全体的にアカデ
ミックな方向性を志向していたのです．設立
の当初から社会学と情報学とを融合させて新
しい学問領域を開拓しようとしていました．
学問的に斬新ですばらしいビジョンを持って
創設されたアカデミックな学部なのです．
学問的であるとは自由であるということで
す．それは現実の社会への批判を遠慮なく
行っていけることでもあります．例えば，私
の専門ゼミでは最後の頃は「医療情報コース」
どころか，現代の医療のあり方それ自体を批
判的に考える内容の文献を読んでいました
し，精神医療について新しい試みを展開して
いる「浦河べてるの家」についてのフィール
ドワークをしに浦河まで出かけていました．
それに「人間の高尚ではない諸問題」という
看板は最後まで降ろしませんでした．北大な
どの社会学のゼミでもあまりしていないユ
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INOUE Yoshiyasu 日本女子体育大学
（社会情報学部在籍1991年４月～2012年３月)
ニークな勉強をきちんとしていたことをゼミ
OB・OG諸君は自慢していいのだと思いま
す．他のゼミOB・OGの皆さんもそれぞれ個
性的で高い専門性をお持ちの優れた先生の下
で充実した学生生活を送っていたのです．志
の高い学部で，大学らしい大学で皆さんは四
年間を過ごすことができたのです．そのこと
にぜひ自信と誇りを持ってください．
２．初めて田中一先生にお会いした頃
思い起こせば，私が札幌学院大学社会情報
学部に着任したのは，1991年４月．ちょうど
学部が開設されたのと同時でした．
初代学部長就任予定者の田中一先生と新学
部設置責任者の林善之先生が阿部事務局長と
共に水戸市にある茨城大学人文学部にまでは
るばる挨拶においでなったのはその１年３か
月前の1990年１月７日のことでした．まだ年
明け早々のことであり，人文学部長はじめ茨
城大学の皆さんはたいへん驚いたようです．
当時「文部教官助手」だった私を新設する社
会情報学部でぜひ迎えたいという，いわゆる
割愛のお話でした．光栄でありがたいことで
した．プロ野球でドラフト指名された選手さ
ながらに茨城大学側の役職者各位との挨拶等
を終えた後，お三方を偕楽園にご案内したの
を覚えています．寒梅の季節にもまだ早い冬
景色の偕楽園で人はまばらでした．当時の写
真は今も残っています．
できれば1990年４月から準備のために商
学部に籍を置く形で来てもらいたいとのたい
へんありがたいお話を頂いたのですが，まだ
社会情報学部の学生がいるわけでもないし，
ちょうどその頃の私は，首都圏での自己啓発
セミナーの調査に勤しんでいる最中でしたか
ら，水戸をすぐに離れたくはなかったのです．
その年４月からというお話は丁重にお断りし
て1991年４月の一期生入学と同時に社会情
報学部助教授として就任することにしたので
した．
社会情報学部とは，どんなことをする学部
なのだろう．最初にお話を聞いた折に当時33
歳だった私は好奇心でいっぱいでした．「日本
で初の」という点を田中先生は強調しておら
れました．また「吉田民人先生と相談してつ
くった」とのことでした．吉田先生は当時，
理論社会学の第一人者であり，たいへんな博
学の方であり，様々な事象を見事に整理して
いく能力において他の追随を許さぬ方でし
た．私もそのご著書を「すごいなあ，どうし
てこんなことを考えつけるんだろうなあ」と
感心しながら拝読していたのでした．
着任したら専門課程で３年時の「社会シス
テム論」の他に「社会調査」系の科目も担当
してもらいたいというお話でした．私は学生
の頃に新聞会で活動して新聞づくりに励んで
いた経歴がありましたから，取材をすること，
現代社会にある様々な問題をわかりやすい形
で文章にして多くの人に伝えていくことを学
生たちに実践させたいとその時に考えまし
た．自らの足で歩き回って苦労する調査体験
から得られるものは大きいのです．
それにしても当時は「高度情報化社会」と
いう，今なら死語になってしまった言葉が頻
繁に使われていました．携帯電話もインター
ネットもまだ全然なかった時代です．10年
後，20年後の，技術革新が進み，通信ネット
ワークなどが劇的に発達した社会はどうなっ
ているんだろう，人間はどんな生活をしてい
るんだろうと想像し，「高度情報化」と名のつ
く本を意識的に読み漁るようになりました．
当時は未来学者を名乗るアルビン・トフラー
の『第三の波』（中公文庫）などが流行ってい
ました．学生たちは１年生の最初に受ける情
報系の必修科目でフォートランやコボルとい
う言語を習っていました．あれから25年が
経ったわけですね．四半世紀が経つと状況は
ずいぶん変わるものです．まさに隔世の感が
あります．
社会情報学部に21年間在職して今思うことVol.25 No.1-2  221
３．着任一年目から三年目くらいまで
最初の年は，１年生の教養ゼミ２コマの他，
商学部二部の「社会学」という科目を担当し
ました．土曜日の夜の講義でした．昼は仕事
をしている学生たちでしたが，熱心に聴いて
くれる学生がいて励みになりました．土曜日
の夜は講義の後，同時に着任し，研究室も隣
でやはり土曜日の夜に講義のあった伊藤守さ
んとよく新札幌に食事に行ったものです．
当時，「社会心理学」担当の狩野陽先生，「情
報メディア論」担当で元北海道新聞記者の土
井亮二先生はおられましたが，社会学者は伊
藤さんと私の二人だけでした．年も二つしか
離れていなかったので食べたり飲んだりしな
がら社会学のことをはじめ雑多なことを話し
ていました．伊藤さんはテレビ視聴の専門家
で私とは少し関心が違っていたのですが，社
会意識の研究などでは共通の問題関心があ
り，話が合いました．
そういえば，その頃，田中一先生が伊藤さ
んと私を食事に誘って下さったこともありま
した．インド料理の店でした．田中先生は社
会情報学の構想について本当に楽しそうに話
しておられたのでした．私はその折に「今後
どんな研究をしていくつもりですか」と聞か
れたのですが，「身体性の社会学です」とお答
えしたので田中先生が不思議そうな顔をされ
たのも記憶に残っています．自己啓発セミ
ナーのプログラムの魅力についてイメージし
ていたのでそんな言葉になったのですが，既
存の社会調査データの蓄積を活かしていくと
いう田中先生の構想していた方向性とはやや
異質な考え方だったのかもしれません．
この頃の田中先生は「講義中の私語は厳し
く注意するように」と重ねて仰っていました．
また講義後に学生から質問をとるという方法
の重要性についてもよく話しておられまし
た．どういうレベルの質問ができるかで個々
の学生の理解度がわかるというのです．これ
はなるほどと思いました．
生物学者の桜井道夫先生と伊藤さんと私の
３人でこの年の８月に利尻富士に登ったのも
懐かしい思い出です．運よく晴れていて山頂
から北海道を眺め下ろすとサロベツ原野のあ
たりが緑に輝いていました．山歩きをしなが
ら桜井先生から昆虫や動物の生態についての
興味深いお話を多々伺ったのも印象に残って
います．私は生き物の話は基本的に好きだっ
たのです．
私は登山は初心者でしたが，伊藤さんと物
理学者の森田彦さんに誘われて恵庭岳にも登
り，下山後に支笏湖の温泉に入り，札幌ビー
ル園に行ったりしましたね．また佐藤将博先
生，千葉正喜先生が土曜日にテニスに誘って
下さり，初心者向けにイロハから丁寧に指導
して下さったのですが，翌日からしばらく右
肩の痛みがひどく腕が上がらなくなってし
まったので懲りて，情けないことに一回でや
めてしまったという出来事もありました．当
時，親切にして下さった諸先生にはこの機会
に改めて感謝申し上げます．
二年目になると，三年目から着任予定で非
常勤としておいでなっていた布施鉄治先生が
ご病気のために講義を続けることが難しく
なって伊藤さんと私とで代わりに講義を担当
するという事態が急遽生じました．話し合っ
た結果，伊藤さんが１年生向けの必修科目の
「社会学概論」を，私が２年生向けの選択科目
の「社会学史」を引き継ぐことになりました．
私は学説史の専門家ではありませんでしたか
ら，これは結構負担の大きい予定変更でして
毎週，苦労しながら準備ノートをつくったの
を覚えています．でもコント，デュルケーム，
ウェーバー，ジンメル，フロム，アドルノな
ど社会学の古典的な仕事のエッセンスを一度
きちんとノートにまとめたことはその後の
様々な講義にも役立ちました．フランクフル
ト学派の仕事を紹介するのに不可欠なフロイ
トの精神分析系の話をした折に熱心に聴いて
くれた学生たちが私の専門ゼミ１期生として
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ドドッと入ってきたのでした．精神分析の知
識は現代思想を知る上で不可欠なものです．
講義後に毎回のように質問に来ていた学生も
いまして「社会学史」はやりがいを感ずる講
義となりました．
三年目になると，着任前の話では「社会シ
ステム論」だったはずなのに申請後に「社会
情報システム論」と名称が変わってしまった
専門科目を担当することになり，苦労しまし
た．「社会システム論」なら社会学の理論や現
代社会の諸問題をシステム論の視点を交えつ
つ話せばいいかなと思っていたのですが，こ
の新名称の科目では「情報」を無理にくっつ
けたような感じがついて回ります．「情報化」
にかかわるトピックなどを意識的に入れなが
ら何とかこなしたものの，実は科目名にはず
うっと違和感がありました．後のカリキュラ
ム改訂で「社会システム論」「アイデンティ
ティ論」等となりましたが．
またこの年から「社会情報調査実習」とい
う専門科目がスタートしました．二年目から
着任しておられた小内純子さんと共同での担
当でした．これも「情報」という語にひっか
かりがあったのですが，「社会調査実習」と読
み替えて実施しました．北大の院生たちも
TAとして加わってくれまして，学生たちに
は江別市内のあちらこちらに出かけて行って
フィールドワークをしてもらいました．例え
ば，やつめうなぎを採っている江別漁協の方
とかリサイクルショップを経営している方と
かいろいろなところに出かけました．今にし
て思うのですが，学生たちもTAも本当によ
く動いてくれたと思います．
この科目では私は手探りでいろいろなこと
を試みていました．例えば，差別されるマイ
ノリティの生きづらさにどのように迫れるか
が当時の私の関心事でした．ゴッフマンの『ス
ティグマの社会学』（せりか書房）や民俗学の
アプローチのことなども教室の講義では紹介
していました．
４．フィールドワークをする経験の大
切さ
江別市内の老人ホームに出かけて行って聴
き取ってきたグループなどは私の予想してい
た以上の成果を挙げていました．その経験が
一つのきっかけとなって民衆史の掘り起こし
をテーマにした優れた卒論を４年時にまとめ
たゼミ生も出ました．例えば，タコ部屋労働
があって無理やり連れて来られた多くの方が
病気やけがで無念の思いを残して亡くなって
いたのですね．北海道という土地の開拓の歴
史を一皮めくると．
そういえば，イタリアの社会学者，アルベ
ルト・メルッチさんが北海道にやってきたこ
とがありました．そのときに二風谷のアイヌ
の集落をご案内した後，少数民族の方たちと
交流したいというメルッチさんのご意向を受
けて，メルッチさんを囲み，ヤイユーカラの
森のメンバーと道内の社会学者たちとが参加
してのミーティングの場を設けたこともあり
ました．社会情報学部では伊藤さん，大國充
彦さんと私が参加しています．紀要『社会情
報』にはその記録が北大での講演記録と共に
載っています．
そのときに知り合った或る樺太アイヌの血
を引く方からは，その後，いろいろなことを
伺いました．樺太アイヌの人たちは，明治初
期に和人たちの国の政府の意志代行者である
ところの北海道開拓使の命令によって，それ
まで稚内の近くで漁業をしていたのに石狩川
河口にある今の江別市郊外の対雁（ついしか
り）に強制移住させられ，慣れない農業をさ
せられ，たくさんの死者も出たのでした．そ
うしたことを学生たちに話したこともありま
す．対雁にはその悲惨な史実を伝える墓碑が
今も立っています．北海道で生きてきた人な
らアイヌ差別という問題をスルーするわけに
はいかないと思います．
少し後の学年ですが，高齢化の進んだ団地
を回ってライフヒストリーを聴いてきたこと
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もありました．戦争体験の話題は多く出てき
ました．若いとき満州にいて看護婦として仕
事をしておられた方に当時の様子を講義の場
にきて話してもらったこともありました．そ
の記録をゼミ生がテープ起こしをして科研費
報告書に載せたのですが，自分が子どもの頃
に満州で暮らしていたという方がそれを読ん
で涙が出てきてしようがなかったと言って下
さったことがあって載せてよかったなと思っ
たのでした．1996年のことです．
よいインタビューをするということは，そ
の相手と真に出会うということです．現代の
ようにあらゆる領域が次第にマクドナルド化
していく感じの社会に生きていると，人と真
に出会うのが難しくなっているのでしょうけ
れど．その意味でもインタビューは学生に
とっては大切な経験だったと思います．テレ
ビなどのマスメディアを介して得られる情報
に翻弄されてしまうばかりの生活を揶揄して
「生活世界の植民地化」というハバーマス由来
の概念と「あずましくない」という元々は津
軽方言で道内でも小樽あたりではよく使われ
ている言葉をこの頃の私はよく口にしていた
ようです．当時のゼミ生の証言によれば．
もっと後の学年でバリアフリーの調査をし
車椅子に乗って街に出てみる体験をしてみた
こともあります．車椅子で生活している方々
が手伝ってくれました．私自身も車椅子に
乗って大通から札幌駅前まで移動してみたの
ですが，新鮮な発見が多々ありました．例え
ば，薄暗くなった夕方に雨の中を一人で交差
点を渡る時などは怖かったですね．特に信号
が点滅し始めたときなどは．いくら傍に学生
がいても．車のライトが眼の高さと同じで眩
しく入ってきたりして．地下鉄のホームの階
段脇の狭いスペースを車椅子を押してもらっ
て通った時は怖かったと乗っていた学生から
は聞きました．それに他者の視線が必要以上
に気になった，でも車椅子の人はそれを感じ
つつ日常を生活しているとわかったという感
想も多く出ました．これらは教室でパソコン
に向き合っていても体験できないことです．
そういえば，その学年でした．パートタイ
ムの女装をライフスタイルにしている方が，
普段は東京在住なのですが，母校の北大に用
があって来道された折に専門ゼミの場にもお
いで頂いたのは．彼らには「彼女」のことが
強く印象に残っているようです．
卒論ではさまざまなフィールドワークをゼ
ミ生にやってもらいました．難易度が高そう
なケースはできるだけ同行しました．例えば，
ホステスさんの生活実態調査を卒論でやって
みたいという学生と夜のすすきのに出かけた
こともありました．結局，別のテーマに変え
たのですが，トランスジェンダーの当事者の
方とその折に偶々出会えました．やや怪しげ
な宗教団体やアムウェイの関係者に会いに
行ったこともありましたし，生活保護を受け
るためのサポートを長年続けている女性を訪
ねたこともありました．自らの体験に基づき，
さらにフィールドワークを重ねて「ロリータ
少女」の世界を丹念に描いた卒論も提出され
ました．聴き取りで戦争時に食べていたと聞
いた食物を実際に食べてみた学生もいました
し，競輪の世界を追いかけた卒論も超大作で
した．力作が次々と出ていました．パワーの
ある学生たちが専門ゼミには集まっていたと
思います．
５．社会情報調査の方法に関する研究
会
当時の私はエスノメソドロジーという斬新
なアプローチに強く惹かれるものを感じてい
ました．それを使って生活のミクロなところ
に実在している見えない差別や排除を抉り出
していく可能性に期待したのです．エスノメ
ソドロジーという学問はその後，制度化され，
ある意味でマクドナルド化されて次第にマニ
アックなものに変質していった節がないでも
ないのですが，1993年の頃，それはとても輝
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かしいものに見えました．１期生の専門ゼミ
で使ったテキストが山田富秋・好井裕明著『排
除と差別のエスノメソドロジー』（新曜社）で
した．
好井裕明さんを招聘して学部で研究会を開
催したのを皮切りに連続していくことになっ
たのが「社会情報調査の方法に関する研究会」
です．「他大学の研究者に示唆を与える」との
一文を申請書類に入れたのが効いたらしくて
年二回開催の予算枠をしばらくの間，獲得で
きていました．実際に北大はじめ近隣の他大
学の社会学やその周辺のことをやっている研
究者が毎回たくさん来てくれました．大抵は
紀要『社会情報』に記録が載っています．
社会学に限らず多様な分野のフィールド
ワーカーやジャーナリストをお招きできまし
た．例えば，オウム真理教事件が起きたのは
1995年ですが，当時，共同通信記者だった松
田博公さんをお迎えして「オウム報道の問題
点」というテーマで話してもらったときのこ
とはよく覚えています．オウム信者の世界を
何か他人事のように語るスタンスの報道を松
田さんは厳しく批判していました．松田さん
は宗教にもたいへん造詣の深い方でそのお話
の内容はオウム報道というテーマを遙かに超
えるものでした．例えば，タントラヴァジラ
ヤーナという殺人を認める教義が原始仏教そ
のものにもあることを知れば，「人権」という
理念が近代社会のフィクションにすぎないと
いう冷厳な事実が鮮明に浮かび上がってきま
す．人間にはオオカミになるとき（人間しな
いとき）と人間するときとの二つがあるとい
う，その後に私がよくするようになった話の
基本的なモチーフはこのときに得ています．
大麻で行った私的な懇親会には土井先生も
見えていて松田さんとお二人で新聞業界の舞
台裏についての興味深いお話を多々されてい
ました．私の専門ゼミを卒業して現役の新聞
記者になっていた学生が同席していたのです
が，土井先生は彼にたいへんな期待をかけて
くれて懇親会の費用を全額出して下さいまし
た．社会情報学部の卒業生から新聞記者が出
たことを本当に嬉しく思って下さったので
しょうね．
その後，社会を批判的に捉えるジャーナリ
ストの養成という方面に学部が力を入れない
ままになってしまったのは残念なことです．
そういう一つの転換点，学部の分岐点となっ
たのが土井先生の定年退職された頃だったの
かもしれません．もちろん，完成年次後に社
会学系の専任教員としておいでなった石井和
平さん，是永論さん，高橋徹さん，中澤秀雄
さん，祐成保志さん，高田洋さんもそれぞれ
の持ち味を活かした新しい発想で社会情報学
部の発展にご尽力くださったことは言うまで
もありません．
この機会に記しておくなら，当初「社会情
報」には多様な可能性があっていろいろなこ
とが模索されていました．例えば，小内さん
などが中心になって指導されてFM放送の
制作を学生たちが行っていた時期もありまし
た．私の専門ゼミの意欲的な女子学生もそこ
に加わっていました．2003年からしばらくの
間でした．しかし今にして思うとFM放送な
どのアクティヴなことができなくなった頃を
境に学部全体の雰囲気が何か変わったのかも
しれないと思います．つまり，「社会調査」と
いうとパソコンを使った数量的処理や既存
データベースの活用が中心になっていき，
フィールドワークといっても学生同士の相互
インタビューのようなものに縮小されていく
傾向が強まっていったのでした．
オウム報道についての研究会の翌日には松
田さんを小樽の街にお連れしました．後に私
のパートナーとなる古村えり子さん（故人）
と一緒に．私も古村さんも小樽の生まれでし
た．運河のあたりをご案内したときでしたか，
松田さんが「実は近いうちに新聞記者をやめ
るつもりです」と仰っていたのには驚きまし
たが，その後，その通りになりました．松田
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さんは鍼灸の世界に身を投じられて，今は鍼
灸ジャーナリストとして活躍されています．
2005年には『鍼灸の挑戦』（岩波新書）という
本も出されています．
松田さんとは不思議な御縁で，私が現在運
営委員を務めている日本社会臨床学会の
2014年度のシンポジウム「医療化の問題とそ
の先にあるもの」ではパネラーを引き受けて
下さいました．松田さんが鍼灸の基本にある
ものとして重ねて仰っておられる「自然治癒
力」という思想は，医療の過剰が目立つ昨今，
貴重なものです．
６．過剰医療化社会の研究について
私は2012年３月まで札幌学院大学社会情
報学部に勤務していました．退職したのは「医
療資源の不均等配分の是正に関する社会学的
研究」をテーマに2009年度から３年計画で助
成を得ていた科研費の研究の３年目がちょう
ど終わったときです．この３年間は社会情報
学部も存亡があやしくなっていて再編の話が
出ていて会議がやたら多くて超多忙になって
いた時期です．私だけではなく他の教員の皆
さんも相当に疲弊していたと思います．
この科研費を使っての研究，実はかなりた
いへんでした．こんな大風呂敷のテーマで科
研費を申請したこと自体が蛮勇であったとも
言えます．「申請書を出すほうも出すほうな
ら，通すほうも通すほうだ」という声も私の
周辺ではありました．むろん励ましてくれる
立場からですが．声の主は私が当時相当に疲
れているのを気遣ってくれていた方です．で
も，医療の現状をおかしいと考えて採択率が
低い中でこの申請テーマに予算をつけてくれ
た社会学者がレフェリーにおられたというこ
とですね．どなたかは存じ上げませんが，心
から感謝申し上げます．この科研費予算が使
えたことで私の研究は大きく広がりました．
例えば，最後の年には憧れのキューバにま
で行けて，離島に残っていたパノプティコン
に偶然遭遇できましたし，ハバナの海岸から
見るライトブルーのカリブ海は春の陽光を浴
びて輝いていました．村上龍が描いている通
りにサルサが昼間から流れる街角でモヒート
を味わいましたし，ヘミングウェイが執筆活
動をしていた家にも入れました．それらは副
産物ですが，資本主義の利潤原理に汚染され
ていない医療のすばらしさを実感することが
できました．医師たちが安い給料で熱心に働
いていたのにも感心しました．
研究に着手し始めてすぐに，これは一社会
学者には手に余るものではないのかと気付い
たものの，後には引けません．３年間をかけ
て精一杯のことをやってみたつもりです．医
療の世界の暗部に踏み込もうとする研究テー
マでしたから，「科学研究費」という大義名分
はあっても，抵抗はやはり強かったですね．
つまり，簡単に調査させてはくれないのです．
例えば，ある精神医療の専門機関とだけ書い
ておきますが，せっかくアポをとって出かけ
ようとしていた当日の朝になってキャンセル
のメールが入っていたことがありました．講
義を休講にするとか，学内の会議を欠席する
とか何とかやりくりをして出張の時間を確保
していたわけですから打撃は大きかったです
ね．これは何かよほど知られたくない，やば
いことがあるのかなと逆に勘ぐってしまいま
したが．
医療機関でやっと医師に会えても本音の部
分を聞き出すのは容易ではありません．「匿名
なら」とかの条件をつけてやっと話してくれ
た方もいます．薬学研究者や薬剤師など医療
周辺で仕事をしている方に助けてもらったこ
ともありました．それに「擬態うつ病」とい
うカテゴリーをあっさりと無批判に使ったた
めに「精神病者」というアイデンティティを
大切にしている当事者の方から激しいバッシ
ングを受けるということも起きました．もは
や「病」は彼が生活していく上で必需品になっ
ているのでした．これもおかしな話なのです
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が，彼との関係性において私が地雷を踏んで
しまったことは確かでした．
今だから書きますが，この件とは別に匿名
の脅迫状も来ていました．「医師でもないのに
勝手なことを書くな」と書いてありました．
その相手に反論したくてもできないのでスト
レスがたまる仕打ちです．差出人の心はさぞ
やささくれだっているんだろうなと思いま
す．この件は当時，法学部におられた清水雅
彦先生にだけは伝えました．清水先生とは「健
康不安と犯罪不安」をテーマに全学枠の予算
を使って学内でシンポを共同で開催したので
した．「微細な悪の兆候を見逃すな」という世
の雰囲気に大学が染まりつつあった頃です．
学内の監視カメラの増設と禁煙の神経症的な
強化に抗議する内容のシンポでした．社会学
者の芹沢一也さん，放射線科医の名取春彦さ
んが力のこもった報告をして下さいました．
それにしても匿名の脅迫状の書き手の意識
からは，医療というものが，それくらい専門
家支配の強い，特別の世界であることがよく
わかります．「医療資源の不均等配分の是正」
のためにはこの構造を解体していかねばなら
ないのだと思います．製薬資本側の都合が先
にあってそれに合わせて「病」がつくられる，
そして多くの人が巻き込まれているという驚
くべき転倒現象に社会情報学という学問はど
う立ち向かえるのか，学部の皆さんともっと
議論したかったですね．
７．社会科学と医学は実はつながって
いる
というわけで本当にへとへとになった３年
間の研究でしたけれど，医療ムラの理不尽さ
に立ち向かっている，勇気があって正義感が
強くて知的に誠実な医師たちに出会えたのは
大きな収穫でした．そのうち何人かには札幌
学院大学に来て頂いて講演会や研究会やシン
ポの場で話してもらいました．記録のいくつ
かは紀要『社会情報』に掲載されています．
興味があれば，バックナンバーをご覧くださ
い．記録の元になった，気迫溢れる講演やシ
ンポ報告の音源を文字化する作業は専門ゼミ
の学生たちがやってくれました．
全学枠の予算を使い，市民にも広く公開す
る形で行った企画もありました．ベーシック
インカムにまで広げたテーマ設定で行った時
は，医師で脳の専門家で社会科学の分野につ
いても該博な知識をお持ちの美馬達哉さんを
お招きして経済学者と討論する形にしたので
した．このときの記録は，残念ながらつくら
れずじまいになってしまいましたが．
社会科学と医学は実はつながっているので
す．例えば，細菌学者のウィルヒョウが19世
紀の後半に発見したのは，プロイセンの貧困
層にチフス患者が有意に多いという事実で
す．栄養状態や衛生状態が感染症の広がりと
関連が深いのだとしたら，病を治すことには
社会の貧困を改善していくことも含まれてく
るのです．こうした横断的な視点を十全に活
かすと美馬達哉さんの『リスク化される身体』
（青土社）などの一連のお仕事のようになるの
でしょう．日本ではタテ型社会のせいもある
のか，そもそも社会疫学の観点がイギリスな
どに比べると弱いということがありますね，
残念ながら．
札幌学院大学にお呼びした医師の方々の多
くとは御縁が今も続いています．人間の信頼
関係というのは逆境に置かれたときに強まる
ものなのかもしれません．ある先生とは車で
お送りした新千歳空港でお別れした際に握手
をしたのですが，その時の握り方があまりに
強いので驚いたことがあります．それだけこ
の先生は専門の学会でたいへんな目にあって
来られたのだなあと，孤高の戦いを続けて来
られたのだなあと痛感しました．
最初に私が医療について何かおかしいと感
じたのは，メタボ健診が導入されて「メタボ」
が流行語になっていた2007年でした．当時，
高知大学医学部教授であった元外科医の佐藤
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純一さんをお招きして学部の研究会で話して
頂いたのが私にとっては，過剰医療にかかわ
る研究の端緒となりました．これも不思議な
御縁なのですが，先に紹介した松田博公さん
が国際基督教大学の学生時代に佐藤さんとは
先輩，後輩の間柄だったのです．そのことは
懇親会の時に知りました．佐藤さんは社会科
学の勉強をしてから医学部に入った方でした
から，医学部のみで学んで医師になった方よ
りも医療という現象を社会科学の視点から客
観的に批判的に捉え直すという仕事に入りや
すかったのでしょう．
佐藤さんはその後，北海道社会学会が旭川
医科大学で行われたときのシンポでもお招き
しました．終了後に大雪山など道内をあちら
こちらとご案内した車内で佐藤さんから伺っ
たことは，私にとっては驚きの連続でした．
佐藤さんとの出会いが一つのきっかけとなっ
て私は専門でもないのに医療社会学っぽい領
域にのめりこんでいったのです．
そういえば，文系と理系の双方の勉強をで
きる社会情報学部のメリットをもっと活かす
べきだと考えついて「意欲的な学生は専門ゼ
ミの選択で社会系と情報系のどちらにするか
で迷っている，両方を受講できるような制度
にできないか」と教授会で提案したことがあ
りました．残念ながら実現はしませんでした．
すでに初期の頃とは違っていろいろな意味で
学部に余裕がなくなっていた時期での提案で
したけれど．もっと早くからこういう提案を
してそれが通っていたらさらに面白い学部に
なっていたかもしれません．
そういえば，最近面白く読んだ『ネコがこ
んなにかわいくなった理由』（PHP新書）と
いう本の著者の黒瀬奈緒子さんの所属が大妻
女子大学社会情報学部環境情報学専攻です
ね．北大の大学院地球科学研究科を出ていて
分子系統学と保全生物学がご専門のようです
が，学生に例えば，「多摩キャンパス周辺に生
息する哺乳類相の把握と種相互関係の解明」
という卒業論文を書かせています．要するに
ノラネコの生態を調べるフィールドワークを
大学周辺でやらせているらしい．ネコと人と
のかかわり方というのは面白いテーマだと思
います．こういう展開の社会情報学部もある
んだなあと感心します．今更ながらではあり
ますが．私たちの社会情報学部は，社会学と
情報学という二つの学問に固定して考えてし
まって発想がやや狭くなっていたのかもしれ
ません．しかも社会学の有する横断的に物事
をとらえていく面白さを十分に活かし切れな
かったという悔いはやはり残ります．
８．イタリアの精神医療改革の面白さ
私が今強く惹かれているイタリアの精神医
療改革のことを最後に書きましょう．この改
革のすごさは，狭い意味での「精神医療」と
いう枠組を超えるもの，精神医療よりもず
うっとよいものを社会全体としてみつけてし
まったところだと思います．
私が「札幌学院大学社会情報学部教授」と
して最後に行った仕事は，2012年３月25日
に紀伊国屋書店札幌駅前店でイタリアの精神
医療改革について長く調べてきた松嶋健さん
という文化人類学者と「浦河べてるの家」の
ソーシャルワーカーとして高名な向谷地生良
さんのお二人をお招きして市民に公開する形
で講演，討論会をやったときの司会役でした．
松嶋さんにはいくつかの機会に講演をお願い
していますが，これはその一つでした．
「浦河べてるの家」の実践はとても興味深い
もので全国から見学者が絶えません．全体的
にユーモアたっぷりです．冗談半分のような
感じで自分たちの「病」を突き放している．
「治せない医者」を自慢にしている変な医師ま
でいる．患者は自分の病名は自分で勝手につ
けることにしている．例えば，「「緊張すると
うまくしゃべれなくなる病」の○○です」と
かミーティングの場では自己紹介している．
本当にユニークです．
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しかし，精神科病院そのものをなくしてし
まったイタリアの精神医療改革はもう一桁ス
ケールの大きいユニークさを有しているので
はないのかと私は考えています．フランコ・
バザーリアという医師が中心になって1978
年の頃になされていたことは，単に精神医療
というものを変えただけではないようなので
す．それはもっと大きな社会の変革でした．
いわゆる病気ではない普通の人の生き方をも
すっかり変えていくような．
病院をなくするとはどのようなことなの
か．病院の外に出るとはどのようなことなの
か．出た先の娑婆の社会もまた病院と同じつ
くりになっているのだとしたら，外に出たと
しても何の意味もない．バザーリアの改革は
一時流行ったものの廃れてしまった「反精神
医学」とは全く異なるものでした．「反精神医
学」は単なる否定以上ではなかったのです．
バザーリアの改革では，いかにも医療っぽ
い環境こそが治療を妨げていると考えて，医
療を特別のものとみなすのをやめ，人々の他
の営み，つまり食べるとか寝るとか映画を観
るといった生活の中で普通に行われている営
みと同列のものへと降格させたのです．専門
家がえらそうにしている環境は，精神疾患の
人にとっては苦痛なのだと気付いて医師たち
が降りていく選択を敢えてした．そこが一つ
のポイントです．
脱制度化とは単に施設をなくしたというこ
とではないのです．なぜ病院という施設が必
要な社会になっているのかという根底のとこ
ろから考え直したということです．
「苦悩に寄り添う」という言い方も傲慢かも
しれません．個人に起きている苦悩は周囲の
人たちの問題でもあると受け止めてみんなで
向き合うのです．受苦者の連帯の思想です．
「気がつけばおかしな人ばかり」との標語がイ
タリアの街角にはあるのだとか．おかしな人
たちのうち特定の人だけを精神科病院に入れ
ることこそおかしいという発想です．巨大な
精神科病院をつくって医療を金儲けの手段に
するのとはまさに水と油の発想ですね．
権力の本質とは関係を固定してしまうこと
です．医療ではそれがたいへん多い．例えば，
「カウンセリングマインド」なる言葉があって
一般によいものと思われていますが，これな
どは実はいかにもやさしげな関係性のふりを
しているだけです．というのも「心の専門家」
は「する側」で，クライエントは「される」
側と固定されているからです．そして，当時
「精神科セカンドオピニオン」という組織を取
材してお会いした精神科医の内海聡さんが後
に出版してベストセラーになった『精神科は
今日もやりたい放題』（三五館）という本のタ
イトルの通りのことが精神医療の現場では多
発しています．
「降りていく」というのは口で言うのは簡単
でも実践するのはなかなかたいへんです．イ
タリアの医者たちは降りて行けたのでしょ
う．降りても大丈夫な裏の経済がイタリア社
会にはしっかりとあるのだと松嶋さんは言っ
ていましたが．日本も男たちがもっと「降り
ていく」ことを普通にできるようになれば，
住みよい社会になるでしょう．そのためには
物理的なインフラから脱制度化しなければな
らない．例えば，「家族の幸福だけが目的とさ
れる住宅」というあり方，つまり人々が家族
単位の家に住む現実からまず変えなければ，
社会は変わっていかないと考えて建築家の山
本理顕さんが提案している，地域社会圏の集
住構想などはバザーリアの改革を支えた思想
とどこかで通底していると思われます．脱制
度化の思想とは，様々な分野の人が協力して
編み上げていくものなのでしょう．
松嶋さんはイタリアに長く滞在して改革後
のイタリア社会をつぶさに見てきた方です．
2014年刊行の大著『プシコナウティカ』（世界
思想社）にはその成果が詳しくまとめられて
います．生きるとはどのようなことなのかも
含めて深く考えさせてくれる内容の本です．
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松嶋さんには今年５月22日にも日本社会臨
床学会で記念講演をして頂いたのですが，そ
れを機に私は東京で「プシコナウティカの会」
という，気軽に異分野の人が集まって交流で
きる不定期の研究会を仲間と共にスタートさ
せました．つい最近，11月19日に美馬達哉さ
んに話して頂いたものまで含めてこれまでに
既に５回行っています．学際的，職際的に多
様な人たちが集まる場となっています．プシ
コナウティカとは「魂の航海」という意味で
す．このスリリングな航海はしばらく続ける
つもりです．
おわりに
ここまで書き進めながら，懐かしい思い出
が次々と蘇ってきました．なにしろ自分が34
歳から55歳までの21年間におよぶ期間，在
職していた札幌学院大学社会情報学部です．
自分の人生のかなりの時間を過ごした場です
から思い出は尽きませんが，学部が出来てか
らまもない初期の頃と在職していた最後の頃
に行った医療化についての研究のことを中心
に書いてみました．文系（社会学・心理学・
新聞学など）と理系（情報学・生物学・火山
学など）の研究者があれだけ集まっていた「社
会情報学部」がまだあったら，こんなことが
できたのにということをついつい考えてしま
いまして話がやや横道に入った箇所があった
かもしれませんが，ご容赦を．
学部創立者の田中先生はじめたくさんの優
れた研究者の皆さんと一緒に社会情報学部と
いう場で働くことが出来ました．また意欲的
な学生たちにも恵まれました．21年間にわ
たって充実した研究と教育の時間を過ごせた
ことを本当にありがたく光栄に思っていま
す．
ところで，私が2012年春に突然退職してか
らすでに５年半になります．あのとき他大学
に移ったわけでもなく，今どうしているのか
と気になっている方が読者には少なくないで
しょう．まさに「あの人は今…」状態なのか
もしれません（笑）．
簡単にその答えを書きますと「井上先生業」
に復帰しています．冒頭に「９月後半から２
月末くらいまでの期間は，おもに東京で過ご
す」と書きましたが，2015年度より後期だけ
非常勤として都内にある日本女子体育大学で
教えています．いわば季節労働者です．
教えている相手は，スポーツにいちずに打
ち込んでいる基本的にまじめで素直な女子学
生たちです．将来体育の教員をめざしている
学生も少なくないのだとか．彼女たちがすば
らしいと思うのは，目的がはっきりしていて
自分のしていることに対して自信を持ってい
ることです．いい目つきや面構えをしている
学生が少なくありません．
教養課程で「日常生活の社会学」と「現代
文化論」をそれぞれ２コマ教えています．そ
れぞれ150人から170人くらいがいる大教室
でして４コマ全部で計660人ほどを毎週相手
にしています．毎回予習課題を出しています．
10のグループに分けて当番を決めてやって
きてもらって，何人かに前に出て予習の成果
を発表してもらいながら進めているのです
が，社会科学が特に専門ではないのによく調
べてくる学生もいます．
内容的には「身体性の社会学」に近しい話
もしています．この言葉を聞くと，スポーツ
社会学というイメージを抱かれるかもしれま
せんが，それよりも人間関係そのものにかか
わるテーマを中心に組み立てています．身体
感覚の鋭敏な学生たちなので「人間の高尚で
はない諸問題」のことを取り上げても反応は
悪くありません．ちょうど先週などは，憎悪，
差別，暴力について取り上げました．人間に
は「人間するとき」と「人間しないとき」と
があるとして，中島敦の『山月記』（新潮文庫
ほか）の話題を持ち出すのは，社会情報学部
で教えていたときと同じです．
他方で日本社会臨床学会の運営委員として
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の仕事にも力を入れています．この学会のユ
ニークなところは，大学の研究者だけではな
く様々な現場で実践をしている人が会員に多
いことです．学問というものを，制度化した
アカデミズムから自由に楽しみ，新しいもの
を構想していける場ではと私は考えていま
す．バザーリアの改革のようなことを日本で
もやっていけるとしたら，こういう場に集
まってくる人たちの常識に囚われない自由な
雰囲気が一つの突破口になるのでしょう．精
神科病院をなくしてもやっていける社会は，
多くの人たちにとっても居心地のいい社会な
のです．その実現に向けてこれから何かして
いく上でこの学会には大いに期待が持てると
考えています．
なお，以上に述べてきたことの多くは，2014
年９月に刊行した『つくられる病―얨過剰医
療社会と「正常病」』（ちくま新書）に書いて
おきました．興味があればお読みください．
私の近況報告になってしまいました．教職
員としてでも学生としてでも，札幌学院大学
社会情報学部に人生の一時期在籍しておられ
た皆さんのさらなる発展とご活躍をお祈りし
てこの原稿を締めさせていただきます．
最後に言わせて下さい．ややかっこよすぎ
るかもしれなくて「高尚」なものが苦手な私
には不似合いな言葉ですけれど，「私たちの社
会情報学部は永遠に不滅です．私たちの心の
中で」と．
追記：この12月11日に「遺伝子組み換え食
品」の危険性を問題とする集まりが明治大学
駿河台キャンパスで開催され，科学ジャーナ
リストで多くのご著書をお持ちの天笠啓祐さ
んと久々にお会いしました．皆さんは覚えて
おられるでしょうか．天笠さんは1996年に社
会情報学部の研究会でお話して下さっていま
す．ちょうど20年前のことです．記録を作成
して残していないのは本当に残念ですが，天
笠さんは，あの学部研究会の時のことをよく
覚えていて下さいました．理系と文系の双方
の研究者が集まってつくられた新しい学部と
いうことで，科学技術の暴走にブレーキをか
ける役割を担う人材が輩出されるのではと密
かに期待しておられたようです．あの折は，
お忙しい中，本学まで足を運んで下さったの
でした．社会情報学部が募集停止になったと
聞いて驚いておられました．
この日は多くの市民の方が集まっていまし
た．グローバル化の中で巨大化した資本主義
は，飽くことなく利潤を追求しつつあり，そ
の結果，私たちの心身を脅かすに至っていま
す．私は医療を調べていて「子宮頸がんワク
チン」（正確には「ヒトパピローマウィルス
（HPV）ワクチン」）接種被害の深刻さに直面
し，問題の告発と市民への啓発に務めていま
すが，同ワクチンであるガーダシルもサーバ
リックスも「遺伝子組み換え商品」に他なり
ません．背後には「医療」を無条件で「よき
もの」とみなしてしまう国民の体質づくりに
産官学の複合体が大きく加担している構造が
あります．「学部はなくなりましたが，私は引
き続き社会学の立場からこの構造を問題にし
ていくつもりです」とお伝えしました．天笠
さんとは今後も様々な情報交換ができそうで
す．
（いのうえ・よしやす 日本社会臨床学会運営
委員 inoueyoshiyasu＠gmail.com）
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